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神無月神無月神無月

十月は。神無月といいます。全国の神々が出

雲に集い、一時的に居なくなるからだそうで

す。神々が集う出雲では逆に神有月というと聞

きましたが、裏づけはとっていません。出雲に

は他の月にも神がおわしますはずですから、十

月だけを神有月というのも些か奇異です。

さて、ズバリお尋ねします。神様は居ると思

いますか？…

科学者の端くれを自認している身として科学

的により正確に言うと、神の存在は否定するこ

とも肯定することもできないのですから、「神

は在るとも無いとも言えない」というのが、正

しいはずです。存在を否定できない以上、存在

することは否定しない。ちょっと判り難いスタ

ンスですね。

そんな中、遺伝子研究の世界的権威の一人で

ある村上和雄先生（筑波大学名誉教授）は、

「遺伝子の成り立ち・振る舞いを科学的に分析

するほど、その結果は奇跡的に希少な確率とな

り、何者か偉大なる存在を意識せざるを得な

い。」との思いから、その超存在のことを

something great（偉大なる何者か）と表現され

ておられ、科学者としての深慮を感じます。

ところで、神仏に参詣する際、何がしかの願

い事を意識的・無意識的にしているようです。

一方で残念ながら、それが適うことは珍しいよ

うです。これは何故でしょうか？例えば「お金

がほしい」という願い事は、「お金が無い」事

を前提にしています。一説によるとこの前提の

方を神様は適えている為だそうです。

偉人伝を読んでも分かりますが、シンプルに

信じ切ったことが適っています。それが正しい

となると、我々は日々の暮らしの中であまりに

も当たり前として改めて考えもしない「無自覚

の前提＝シンプルに信じきっている事」自体の

再確認をする必要がありそうです。（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

岩手県陸前高田にて

被災後７ヶ月目の一本松

彼の地のその後は、如何に

気になっています。

by hama

本ニュースにレギュラー執筆し

ていただいている川畠さんが経

営する「能登の夜市（のとのよ

いち）」。最近、問い合わせを

多く頂きますので、こちらに連

絡先を記載いたします。

上京された際、ご利用になって

みてください。毎夜能登から直

送の酒肴に包まれ至福です。

もちろん、川畠さんご自身もお

店に立っておられます。

能登の夜市：03-6417-9787

17:00～23:30 日・祝日 定休
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濱
の
つ
ぶ
や
き

『

複
写

』

先
月
紹
介
し
た
Ｎ
Ｌ
Ｐ
、
神
経
言
語
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
。
そ
の
中

に
は
未
だ
、
面
白
い
知
見
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
ひ
と
つ
に
、
「
な
り
た
い
人
に
な
る
方
法
」
が
あ
る
。
誰
に

で
も
憧
れ
の
人
や
尊
敬
す
る
人
が
居
る
。
そ
ん
な
立
派
な
人
に
な

れ
た
ら
ど
ん
な
に
良
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
も
、
な
れ
る
訳
が
無
い

か
ら
と
大
抵
は
諦
め
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
で
き
る
と
Ｎ
Ｌ
Ｐ
は

い
う
。
そ
ん
な
バ
カ
な
と
学
び
始
め
る
と
、
こ
れ
が
意
外
に
シ
ン
プ

ル
な
原
理
で
あ
っ
た
。

今
や
コ
ピ
ー
機
の
無
い
オ
フ
ィ
ス
は
無
い
と
思
う
。
コ
ン
ビ
ニ

に
も
備
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
コ
ピ
ー
機
を
見
た
こ
と
が
無
い
人

も
、
ほ
と
ん
ど
居
な
い
は
ず
だ
。
コ
ピ
ー
機
の
原
理
は
簡
単
だ
。
原

稿
台
に
置
か
れ
た
原
本
を
写
真
撮
影
の
よ
う
に
読
み
取
る
（
ス

キ
ャ
ン
と
い
う
）
。
そ
れ
を
忠
実
に
印
刷
す
れ
ば
、
複
本
が
で
き
る
。

Ｎ
Ｌ
Ｐ
式
な
り
た
い
人
の
な
る
方
法
も
、
実
は
こ
の
原
理
と
全

く
同
じ
だ
。
ま
ず
、
徹
底
的
に
な
り
た
い
人
（
対
象
）
を
観
察
す
る
。

一
挙
手
一
投
足
、
し
ぐ
さ
・
話
し
方
に
至
る
全
て
を
観
察
す
る
。
こ

の
時
点
で
何
処
ま
で
対
象
の
細
か
な
点
ま
で
気
づ
き
観
察
で
き
る

か
が
重
要
で
あ
る
。
ス
キ
ャ
ン
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
、
コ
ピ
ー
で

き
な
い
。
そ
の
気
づ
き
（
微
細
観
察
結
果
）
を
元
に
、
今
度
は
自
分

で
そ
れ
を
再
現
す
る
。
つ
ま
り
、
な
り
た
い
人
を
演
ず
る
。
す
る
と
、

他
人
か
ら
は
な
り
た
い
人
に
な
っ
て
見
え
て
い
る
。

こ
の
コ
ピ
ー
術
は
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
が
開
発
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
「
事
件
」
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
当
時
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
学
の
学

生
だ
っ
た
開
発
者
の
一
人
が
、
著
名
な
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
研
修
を
別

毎
年
、
秋
に
酒
蔵
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
今
年
で

一
四
回
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
奏
者
の
方
々
が
コ
ン
サ
ー
ト
の

ト
ー
ク
の
中
で
必
ず
「
能
登
の
方
は
皆
さ
ん
本
当
に
や
さ

し
く
て
、
温
か
く
て
ま
た
、
能
登
は
自
然
が
一
杯
で
と
て

も
癒
さ
れ
ま
す
」
と
能
登
の
感
想
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

一
四
回
の
半
分
以
上
は
し
ら
い
み
ち
よ
さ
ん
が
い
ら
し
て

く
だ
さ
っ
た
の
で
す
が
、
し
ら
い
さ
ん
が
「
能
登
の
海
」

と
い
う
曲
を
作
っ
て
く
だ
さ
り
皆
で
合
唱
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
曲
が
と
て
も
き
れ
い
で
能
登
に
住
ん
で
い
る
私

達
も
忘
れ
て
い
た
「
能
登
の
海
」
の
情
景
が
浮
か
ん
で
き

ま
す
。
ま
た
、
酒
蔵
を
訪
ね
て
来
て
く
だ
さ
る
方
に
「
能
登
は

の
ん
び
り
し
ま
す
ね
。
な
ん
だ
か
時
間
が
ゆ
っ
く
り
流
れ

て
い
る
様
な
気
が
し
ま
す
。
」
と
言
わ
れ
、
能
登
を
訪
ね

た
方
々
に
能
登
の
良
さ
を
気
づ
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
バ
イ
オ
リ
ス

ト
の
方
が
「
今
年
は
当
た
り
前
の
事
が
実
は
、
当
た
り
前

の
事
で
は
な
い
事
に
気
づ
き
ま
し
た
。
家
族
が
い
る
当
た

り
前
の
こ
と
が
実
は
す
ご
い
事
・
大
切
な
こ
と
だ
と
気
づ

き
ま
し
た
。
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
に
ド

キ
ッ
と
し
ま
し
た
。
私
も
能
登
に
嫁
い
で
い
つ
の
間
に
か

二
七
年
。
子
供
達
も
大
き
く
な
り
少
し
余
裕
も
出
て
き
た
の

か
当
た
り
前
の
何
気
な
い
風
景
が
、
当
た
り
前
の
自
然
が
大

切
な
財
産
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
確
か
に
東
北
大
震
災
で
被

災
さ
れ
た
方
々
の
事
を
思
っ
て
も
同
じ
事
が
言
え
ま
す
か

ら
・
・
・
能
登
も
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
婆
ち
ゃ
ん
達
が
特
に
や
さ
し
い
そ
し

て
、
元
気
！

自
分
達
が
出
来
る
こ
と
を
若
い
も
ん
に
一
生

懸
命
し
て
く
れ
ま
す
。
き
っ
と
、
こ
う
す
れ
ば
喜
ん
で
く
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
相
手
の
事
を
思
い
な
が
ら
行
動
し
て
く

だ
さ
る
の
で
し
ょ
う
。
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
こ
行

か
し
て
か
い
ね
。
気
い
付
け
て
」
と
挨
拶
に
始
ま
り
一
言
が

あ
た
た
か
く
感
じ
ま
す
。
「
能
登
は
や
さ
し
や
土
ま
で

も
。
」
の
言
葉
通
り
私
が
出
逢
っ
た
方
々
は
相
手
の
事
を
思

い
や
る
方
ば
か
り
で
、
能
登
は
何
で
も
温
か
く
受
け
入
れ
て

く
れ
る
心
の
お
だ
や
か
な
広
さ
、
大
き
く
包
み
込
ん
で
く
れ

る
よ
う
な
広
さ
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
も
年
を
重
ね

る
た
び
に
能
登
の
良
さ
・
能
登
人
の
や
さ
し
さ
を
感
じ
、
そ

ん
な
中
で
暮
ら
し
て
い
る
幸
せ
・
有
り
難
さ
に
感
謝
し
つ
つ

能
登
を
大
切
に
し
、
能
登
の
良
さ
を
お
会
い
す
る
方
々
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

室
で
音
声
だ
け
聞
き
、
徹
底
的
に
分
析
。
そ
れ
を
真
似
て
復
元
し
た
。

研
修
が
終
わ
り
出
し
た
問
い
に
、
正
規
の
受
講
生
は
誰
も
答
え
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
件
の
学
生
は
見
事
に
回
答
。
賞
賛
を
得
た
と
い
う
。

天
才
と
言
わ
れ
た
複
数
の
「
心
の
問
題
解
決
者
」
た
ち
が
無
意
識
に

実
施
し
て
い
た
手
法
を
理
論
化
・
体
系
化
す
る
こ
と
で
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
自

体
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
実
際
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
に
は
、
上
手
く
で
き
な
い

と
き
の
た
め
に
確
実
に
ス
キ
ャ
ン
と
コ
ピ
ー
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
手

法
が
用
意
さ
れ
て
い
て
る
が
、
そ
の
全
て
に
触
れ
る
に
は
、
他
の
有

益
な
手
法
の
学
習
も
含
め
比
較
的
高
額
な
一
週
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
受
講
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

地
域
づ
く
り
・
街
づ
く
り
で
は
、
同
じ
状
況
は
二
度
と
現
れ
な
い
。

こ
れ
が
先
進
事
例
か
ら
学
び
を
得
る
こ
と
を
難
し
く
し
て
い
る
。

「
あ
そ
こ
と
、
う
ち
は
違
う
か
ら
。
」
事
例
に
触
れ
て
も
何
も
学
ば

な
い
言
い
訳
が
、
こ
の
一
言
に
な
る
。

一
方
で
、
事
例
を
そ
の
ま
ま
コ
ピ
ー
す
る
と
、
や
る
こ
と
は
同
じ

で
も
、
ま
ず
上
手
く
い
く
こ
と
は
無
い
。
諸
条
件
が
違
い
す
ぎ
る
か

ら
だ
。
成
功
し
た
他
人
の
真
似
ば
か
り
し
て
右
往
左
往
し
て
い
る
の

は
、
こ
の
類
に
な
る
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
？
事
例
の
本
質
を
見
極
め
る
こ
と

だ
。
事
例
の
成
功
ポ
イ
ン
ト
を
一
旦
、
本
質
・
原
理
・
法
則
レ
ベ
ル

ま
で
深
堀
し
て
身
に
付
け
、
そ
こ
か
ら
自
分
の
現
場
に
応
用
す
る
。

成
功
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
手
間
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
。
Ｎ
Ｌ

Ｐ
自
体
も
事
例
の
原
理
化
を
極
め
、
世
界
各
地
に
拡
が
っ
た
。
わ
が

国
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
界
へ
の
適
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｌ
Ｐ
が
成
功

し
た
原
理
・
本
質
に
気
づ
け
ば
、
そ
の
適
用
範
囲
は
無
尽
蔵
な
の
か

も
知
れ
な
い
。

寄
稿
『
能
登
に
想
う
』

数
馬
酒
造

専
務

数
馬

浩
子

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

(

か
ず
ま

ひ
ろ
こ

)

富
山
県
氷
見
市

出
身
。
三
年
間
東
京
で
勤
務
後
、
能

登
へ
嫁
ぐ
。
現
在
は
お
酒
と
と
も
に

能
登
の
や
さ
し
さ
を
伝
え
た
い
と
頑

張
っ
て
い
ま
す
。



この原稿を書いている9月24日は実は私の誕生日なんです。そして

今年はひとつの節目である40歳に相成りました。最近耳にして感銘

と言いますか、今後の生き方の指針なった言葉があります。松下幸之

助氏の『人は40歳になったら自分の顔に責任をもて』です。その意

味としては、「人は顔の美醜ではない、親から授かった顔かたちでな

く、40歳の人生を生きた人の顔がある。人々の歩んだ職業や人生が

その顔にはある、従ってその顔は自ら創りだしたもので当然自己責任

を持ってゆくべきだ」というものです。つまり40歳まででどういう

生き方をしてきたか？ということが問われているわけで、その結果に

ついては責任を持ち、そして今後の人生への反省や糧としていく。

40歳が１人の人間として自立しているか、社会的役割を果たしてい

るかのチェックポイントの年齢ということなんでしょうね。

ですが私は拡大解釈をして『誰とも比較しない自分としての絶対的

価値を見出す事』ことではと考えております。若い時は誰かとの比較

による優性、劣性を評価軸としていたと思います。それは見た目だけ

でなく、学歴、成績、会社、役職、給料、彼女・彼氏等々様々です。

しかし、自分の人生のミッション (生きる意味) を見つけ、それに向

かって走ってしまうと、他人との比較がそもそも意味をなさなくなっ

てきます。恐らく相対的評価ではなく、絶対的評価であり、他己評価

ではなく自己評価であるからなのでしょう。

私の自己評価はどうなんだろうか？確かに最近は白髪も増え、若干

毛髪量も少なくなり、肌はくすみ、ハリもないわけですが“好き嫌

い”というレベルで自分の顔を考えることはもう随分ないような気が

します。きちんと言うならば、「責任を持つという大袈裟な意識の持

ちようではありませんが、これはこれで納得している」表現が一番適

しています。

最後に震災をはじめと様々な災害や争いによって、失ってしまった

多くの命に報いるためにも、命ある限りよりよい社会と子供たちの幸

せな未来のために邁進していきます。そして両親に感謝です。

今回はいつもの地域ルポ形式ではなく、山下祐介『限界集落の真実』（2012年

１月10日、筑摩書房）について紹介したい。山下（首都大学東京：准教授）は昨

年３月まで弘前大学人文学部に在職され、青森県の過疎地域を中心として精力的に

フィールドワークを行っていた社会学者（地域社会学、環境社会学）である。

限界集落については、1980年代に高知大学に在職されていた大野晃によって

「65歳以上の高齢者が集落人口の半分を超え、独居老人が増加し、集落の共同活

動の機能が低下し、社会的共同生活の維持が困難な状態に置かれている集落」と定

義された。2000年代に入ってから限界集落論は市町村合併騒動や加速する少子高

齢化と人口減少により注目されはじめ、さらに2008年に高知新聞をはじめ全国

12地方新聞社の共同企画で刊行された大野晃『限界集落と地域再生』により、専

門家のみならず広く知れ渡り、一般的に使用されるに至ったのではないかと思う。

筆者なりに山下の主張をまとめると、「近年の限界集落に関する報道は、あたか

も過疎地で集落が次々消えるような印象を与えてきた。そして、限界集落は地域持

続が厳しく、国や地方自治体などにより手を差し伸べてやらなければいけない大変

な場所というイメージが作り出されてきた。しかし、現実には集落消滅はかなりの

場合、よほどの特殊事情がない限り、そう簡単に生じるものでない。表面的なデー

タ解釈や乱暴な論理でなく、現実の過疎地域をそこに暮らす人の視点から理解し直

そう」ということだ。筆者は「中央から周辺は見えてこない」と力説する。中央と

は霞ヶ関に限らず地方にあっても、県庁所在地のような都市と県内の過疎地の関係

についても同様のことが言えよう。限界集落に対する見方や認識を新たにするため

に、本書の一読をお薦めしたい。

また、本書では全国各地の過疎地域の現実が報告されている。青森県鰺ヶ沢町、

秋田県藤里町、新潟県上越市・旧大島村、京都府綾部市などが取り上げられ、少子

高齢化、人口減少が進展しつつも、もちろん楽観視はしていないが集落消滅という

事態に至っていないことを実証している。これらの地域事例と記載スタイルとは異

なるが、とりわけ注視した節は青森県下北半島に関するものであり、その地域性が

明快に記述されている。以下、記載されている項目を示す。なお（）内の記述は筆者が
つけたものである。 1.過疎問題が凝縮された半島 2.むつ市の一極集中と郊外化 3.風間

浦診療所にて（村唯一の医師の日常） 4.佐助川小学校の前で（半島両端の大間・東通原発

効果が一番弱まった半島北部中央に出現した限界集落） 5.マタギのむら、畑（はた）の現

実－共同売店の閉店 6.年寄りの暮らし、若い人たちの暮らし（生活利便性の低下と少ない

雇用） 7.都市効果と原発効果－大間・東通

そしてこの節の最後を「下北の過疎・少子高齢化の実態は都市効果と原発効果で

かなりのところ説明がつく。下北半島を支える雇用は、基本的には官公庁と自衛隊

（むつ市大湊の海上自衛隊）、原発関連の下請け。逆にいえば自衛隊と公共事業が

あれば、地域社会は成り立つことでもある」と結ぶ。折しも原発関連施設の立地す

る下北半島４市町村は、９月21日、原発ゼロ政策見直しの要望書を枝野経済産業

大臣に提出したが、ここに出さざる得ない下北の現実がある。 注）敬称略。

きただより54 弘前大学地域社会研究会 上村 康之

『 「限界集落の真実－過疎の村は消えるか？」を読む 』
『 不惑の年を迎えて 』
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ログ仲間が「当日は参加できないから、近所でやります」と沼津で仲間を募

り、掃除してくれた。

「おもしろい」。そう直感した。ネットを通じて、だれかがそれぞれの町

をきれいにする。しかも「一生懸命」ではなく楽しん で。これって、ネット

だからできることじゃないか――。清掃活動を始めて、自身が大きく変わっ

た。以前は、地域と関わりをもとうとせず、 地元の人に「静岡から来た」と

言われるたび「閉鎖的だな」と思っていた。そんな地元の人たちの家の前の

ゴミを拾いつつ「こんなにゴミが落 ちてるじゃないか」と思っていたが、ふ

と自分をかえりみたとき「じゃあ、自分はどうなんだ？」と。自分も、足元

のゴミすら拾えていなかったじゃないか。

伊豆が閉鎖的なわけではなく、本当に閉鎖的なのは自分だった。自分の心

が周り を閉鎖的に見せていただけだった。閉鎖的な自分を取っ払って、地域

ともっと関わろう。ゴミ拾いを通じて、そう思うようになった。

「早朝にゴミ拾いしてもだれにも会わないだろう」という理由で「影奉

仕」と名付けたボランティアは、静岡県内17支部に増え、今も清掃活動を続

けている。また、より多くの人が参加できるように、「100万人の清掃活

動」のサイトを立ち上げた。参加者は何万人にも及ぶ。「ネット上でだれ か

がやっている」という仲間意識が人気で、国内はもとより、海外に住む日本

人も参加している。

基本テーマは「デジタルを使ってアナログを作る」。デジタルはあくまで

ツール。それを使って人と人が出会う仕組みを作ら

なければならない。その意味で、この清掃活動はと

ても象徴的である。

そもそも、観光と清掃は一体である。お客様を迎

えるとき、店周辺をきれいにす るのは当たり前、

「どうしたらお客様が伊豆に来てくれるか」。それ

が自分のなかで清掃と結び付いた瞬間だった。

ただ、国内旅行は1996年 頃を境に、下降線をたどっている。特に20～

30代が旅離れしており、ピーク時に比べて年間300万 人減っている。イン

ターネットや携帯電話の普及が原因ではないかと思っている。通信にお金と

時間を使う分、旅行に行かなくなっているの だ。でも、本当に若者は動かな

いか。だって、ネットを通じて、多くの若者がゴミを拾ってくれた。これを

観光に結び付けられないか、それで 生まれたのが「ボランツーリズム」、ボ

ランティアを目的とした観光である。それが、重要文化財の旅館「落合楼村

上」を清掃するボランティアと宿泊サービスを組合せ、学生ボランティアに

とっても宿にとっても得する仕組みだ。飯倉さんの「面白い」をまちづくり

の形にする並はず れたセンスにただただ脱帽だった。（つづく）

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』寸又峡温泉開湯50周年記念フォーラム

「若者が地域を変える」（その３） 静岡県職員 溝口 久

二人目からは静岡県の若者6人衆が続く。

一番手はNPO法人サプライズの飯倉清太さんだ。

修善寺を拠点とする「NPOサプライズ」の代表とし

て、清掃や観光を 中心に、伊豆を盛り上げようと活動

を行っているが、伊豆に転居してきたばかり頃は、こ

の地に対してまったく無関心だった。静岡市の両替町

で生まれ、高校卒業後、沖縄、アメリカに留学。帰国

後、1995年天城湯ヶ島町に ある「浄蓮の滝」でジェ

ラートの店を開店した。売り上げは順調に伸びていっ

た。本わさびをつかったジェラートには辛さを3ラン

クに分けて販売したところ売れ行き倍増、欲を出して

5段階にしたところ思わしくなかった。どうも3段 階

というのがいいようだ。他にも塩ジェラートを開発す

るなど、各地でジェラートをプロデュースしたり新店舗を出したりと大忙し

で、地域 と関わる暇などなかった。さらに、「鎌倉や東京に店を出したい

な」と、気持ちは伊豆ではない他の方面を向いていた。

伊豆の地に足がつかないまま、仕事をこなす日々が過ぎていた。それを覆

す出来事が起こったのは、2008年1月3日。

休憩時間にトイレに行った際、ゴミが落ちているのに気付いた。よく見る

と、トイレだけでなく駐車場にもゴミが放置してある。 これはひどいな、と

携帯で写真を撮り、「まだ1月3日なのに、こんなにゴミを放置する人がいる

とは」とブログにアップした。いつものよう に、軽い気持ちで。ところが、

この記事にコメントがついた。「観光客のモラルが低い」「環境破壊だ」、

きわめつけが「飯倉さん、がんばっ てきれいにしてね」と。

こんな反応は予想外だった。ゴミ問題を訴えようと思っていたわけではな

く、ましてや「ゴミを片づける」なんて考えは全く なかった。

結局、それらのコメントによって、後に引けなくなり、掃除をしなければ

ならな くなった。「ブログに書いておいて、自分では掃除しないの？」とい

うことになるからだ。

「なぜ私がゴミを拾うんだ？」と思いつつ、店の従業員や道の駅のスタッ

フ、ログハウスのご主人などと「3月6日にゴミ拾いをする！」と、 ブログで

宣言した。

3月6日、6人で開店前1時間、浄蓮の滝から半径5キロを 歩いてゴミを拾

い、軽トラック1杯分のゴミを集めた。これをブログで報告したとこ ろ、ブ


